
社会福祉法人 塩竈 市社 会福 祉協議 会  

令和 4 年度第 2 回小規模多機能型居宅介護松ぼっ く り 運 営 推 進 会議  

議 事録  

 

 

１ ． 日  時  令和 4 年 7 月 28 日 （木 曜日 ）  

開会  午後 5 時 15 分～  閉 会  午後 6 時 5 分  

 

２ ． 場  所  小規模 多機能型居 宅介 護松 ぼっくり  

 

３ ． 出席 者  遠藤 春 夫  三 上 長 治  永 野やす え  阿 部 幸  

（委 員 総数 6 名中 4 名出 席 ）  

 

松ぼ っ く り  

 吉 田 所 長  大 松 澤 主任  

 

社会 福 祉 協議 会  

曽根 課 長  飯 淵 主 任  

 

 欠席者  石村 要  欠員 1 名  

 

 

1.開  会  

 

2.協  議  （ 要 旨 ）  

 

①  利用状況  

 

・  現在 17 名登録。女性 13 名、男性 4 名 。  

・  要支援 1 0 名   要支援 2 0 名   要 介護 1 9 名  

要介護 2 4 名   要介護 3 2 名   要介護 4 2 名  

要介護 5 0 名  

 

（ 資料を詳しく説明した）  

 

 

②  運営状況  

 

・ 6 月と 7 月に 新 規 利用 者 1 名ず つ 。  

・ 新 規 の 1 名 は 70 歳で 独 居 。若 い の で 松ぼ っ く りの 手 伝 い を積 極 的 に し て

く れ て い る 。 寂 し さ もあ り 、 週に 1 度 は宿 泊 を して い る 。 他の 利 用 者と も



コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が取 れ て いる 。  

・7 月の新規利用者の方、北部 2 地区 地 域包 括 支 援セ ン タ ー か ら 紹 介 を い た

だ い た 。 永 野 委 員 も 民生 委 員 地区 の 担 当 とし て 関 わり を 持 っ てい る 。  

（ 阿 部 委 員 ）永 野 委 員 より 相 談 があ っ た 。 認知 症 が あ り 、 家 族 も 仕 事 を して

お り 不 安 が あ る 。 人 間 関 係 を 構 築 し な い と 介 護 サ ー ビ ス は 難 し い と 思 っ て

いた と こ ろな の で 、 小規 模 多 機能 型 居 宅 介護 松 ぼ っく り が 最 適だ っ た 。  

（ 永 野 委 員 ）朝 の 6 時に 娘 さ んか ら「 助 けて ！ 」と 訴え が あ った 。仕 事 に行

け な い 状 況 に な っ て い た 。 社 交 的 な 方 で 良 く 人 を 家 に 呼 ん で い た 。 い い 意

味 で 「 た ま り 場 」 だ っ た が 、 本 人 の 体 調 が 思 わ し く な く な っ て い っ た 。 そ

こ で 周 囲 の 人 達 か ら 相 談 が あ っ た の が ス タ ー ト だ っ た 。 次 女 が 頑 張 り す ぎ

てい た の で、 い い き っか け だ った 。  

（ 阿 部 委 員 ）次 女 は 、 施設 入 所 では な く 、 地域 と の つ な が り の 継 続 を 求 めて

い た 。 地 域 の 力 の 凄 さ を 改 め て 感 じ た 。 一 朝 一 夕 で は で き な い も の で あ っ

た。  

（ 大 松 澤 主 任 ）今 日 訪問 し た が、「 独身 でこ こ ま でこ ら れ て 、とて も い い 人 生

だ っ た 」 と 語 っ て い た 。 拒 否 さ れ る こ と も な く 、 訪 問 を 受 け 入 れ て く れ て

いる 。  

（ 永 野 委 員 ）不 穏 に な った ら 、 栗原 市 の 細 倉鉱 山 の 話 を す る と 良 い 。 そ ちら

の出 身 だ 。  

・ 6 月 に 経 験 豊富 な パー ト 職 員が 退 職 。 穴は 大 き い。 急 遽 、 入浴 介 助 のみ の

パー ト 職 員を 採 用 。 週 2 回 ほ ど勤 務 。  

・職 員 体制 が 不十 分 で、新 規依 頼 につ い ては 断 わ らざ る を 得 ない 状 況。ま た、

目を 離 し たす き の 転 倒事 故 も 発生 し た 。  

（ 阿 部 委 員 ） 包 括 セ ンタ ー も 社会 福 祉 士 、主 任 ケ アマ ネ が 確 保 で き な い。  

・ 7 月、内部職員研修において、「障害福祉」を学ぶ機 会 を も っ た 。講 師 は

経 験 の あ る 社 協 本 部 職員 。  

（ 永 野 委 員 ） 先 日 、 障が い 者 の 8050 問 題に つ い ての 研 修 を 受け た 。 問題 が

大き く な るの は 、 見 極め が 遅 いか ら と の こと 。 6030 の 時 点 で 、 障 害 を 持 っ

た 子 が 自 立 な の か 施 設 入 所 な の か を 判 断 し な け れ ば な ら な い 。 親 と 子 の 年

金を 合 わ せて 生 活 し てい る 実 態、つ ま り 共存 が 判 断を 遅 ら せ て い る 。また 、

入所 施 設 が自 宅 近 辺 にな い の もネ ッ ク と なっ て い る。  

 

 

③  ケース報告  

 

（ 徘 徊 のある Y 様の状況）  

・ 7 月に 松 島へ タ ク シー で 向 かう 事 案 が あっ た 。 最終 的 に は 警察 に 保 護さ れ

た 。 月 ・ 水 ・ 金 と 通 所 す る こ と に よ り 予 防 を 図 る 。 家 族 か ら タ ク シ ー 会 社

へ も 情 報 提供 を 行 っ た。  

（ 阿 部 委 員） 最 近 は 地域 で の 徘徊 は 少 な くな っ た が、 万 引 き をす る ケ ース が

立 て 続 け に あ っ た 。 万 引 き と 言 う か 、 支 払 い を 忘 れ て し ま う 。 い つ も 同 じ



ス ー パ ー で、 セ ル フ レジ が な かっ た 時 代 には な か った 。  

（ 吉 田 所 長） 地 域 で 暮ら す 限 りは 、 行 動 を制 限 す るわ け に は いか な い 。  

 

 

 ④ そ の他  

 

・ 松 ぼ っ く り西 側 の 法 面に つ い て、 昨 今 、 これ ま で 経 験 の な い 天 災 が 立 て続

い て お り 、 危 険 性 が 増 し て い る よ う に 感 じ て い た の で 、 専 門 業 者 に 簡 単 な

調 査 を 依 頼 し た 。 結 果 、 危 険 な 箇 所 は な か っ た が 、 南 側 空 き 地 の 法 面 に ひ

び割 れ が あり 、 将 来 的に 松 ぼ っく り の 方 にも 及 ぶ 可能 性 が あ る。  

 

（ 資 料 の 詳 細 を 説 明 した ）  

 

 

・ 現 在 、夜 勤 は 1 名 体制 で 行 って い る 。他 、電 話 当 番 が 何 か あ れ ば 駆 け付 け

るよ う に して い る が 、職 員 間 で不 安 が 生 じて い る 。  

（ 大 松 澤 主 任 ） 1 名 体制 で の 夜勤 で 利 用 者に 何 か あっ た 場 合 では な く 、 職 員

自身 に 何 かあ っ た 場 合に ど う なる の か に 不安 を 覚 える 。夕 方 6 時か ら 朝 の 8

時 ま で 一 人 の 状 態 が 続 く 。 利 用 者 が 救 っ て く れ る と は 考 え に く い 。 警 備 会

社に 緊 急 連絡 を す る 押し ボ タ ンも あ る が 、ボ タ ン が押 せ る と も限 ら な い。  

（ 吉 田 所 長 ） 考 え た らき り が ない 。 2 名 体制 に す れば い い か もし れ な いが 、

人 員 不 足 や 予 算 の 問 題 が あ る 。 特 養 や グ ル ー プ ホ ー ム は 複 数 名 が 夜 勤 に あ

たる の で フォ ロ ー し あえ る が 、小 規 模 多 機能 に は それ が な い 。  

 

 

 

 

 

次回  令和 4 年 9 月 28 日 （ 水 ） 17:15～  


